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　アンナ・プロハスカ。だいぶ以前にヴァイオリンのパトリツィア・

コパチンスカヤから、TOPPANホールで競演したいアーティスト

として名前が挙がってからずっとマークしていたソプラノだ。今回、

やはりコパチンスカヤの盟友の1人でもあるジョヴァンニ・アント

ニーニが率いるイル・ジャルディーノ・アルモニコとの共演という

形で、ついに彼女のTOPPANホールへの出演が叶う。これも、

アーティストとの絆を大切にしてきたが故の巡り合わせのように

パーセル：《ディドとエネアス》より
　序曲
　〈ああ、ベリンダ、私は苦悩に押しつぶされそう〉
グラウプナー：《カルタゴの女王ディド》より 〈流れる水のせせらぎよ〉
サルトリオ：《エジプトのジューリオ・チェーザレ》より 〈愛したくなどない〉
ロック：《テンペスト組曲》より ガリアード／リルク／カーテン・チューン
カストロヴィッラーリ：《クレオパトラ》より 〈さらば王国よ、王位よ〉
サルトリオ：《エジプトのジューリオ・チェーザレ》より 〈私が望めば〉
パーセル：《妖精の女王》より シャコンヌ〈中国の男女の踊り〉
グラウプナー：《カルタゴの女王ディド》より 
　〈空はずしりと雷をたたえている…裏切りの愛の神は〉
　〈嵐にかき乱されて〉

サンマルティーニ：リコーダー協奏曲 へ長調
ハッセ：《見捨てられたディドーネ》より 〈嵐はもう始まっている〉
ヘンデル：《エジプトのジューリオ・チェーザレ》より 
　〈何てことを耳にするのかしら？ おお神よ！…あなたの憐れみがなければ〉
カステッロ：4声のソナタ第15番
カヴァッリ：《ディドーネ》より 〈誇り高きジェトゥーリの王よ〉
ハッセ：《マルカントニオとクレオパトラ》より 〈死の凄まじい形相に〉
ロッシ：ルイージ氏のパッサカリア
パーセル：《ディドとエネアス》より
　〈この山は狩りの女神のお気に入り〉
　〈あなたの手を貸して、べリンダ…私が地に伏すとき〉

感じる。プロハスカは、作品が持つ世界観に応じ、少女のように

純真無垢な役から妖艶なファム・ファタールまで自在に演じ分け

られる希代の歌手であり、名パフォーマーだ。まるで歌うコパチ

ンスカヤだ。　

　そんな彼女が今回扮するのは、自らコブラに身体を咬ませて自害

したエジプトの女王クレオパトラと、自身の尊厳を守るために

決然と火の中に身を投げたカルタゴの女王ディド。今回のサブタイ

トル―蛇と炎―は、この逸話に由来している。

　一見すると、パーセルやヘンデルを除き見慣れぬ作曲家や作品

の名が所狭しと並んでいるが、恐れることなかれ。イル・ジャル

ディーノ・アルモニコの卓越した演奏能力とアントニーニの抜群の

統率力が、個々の作品を見事に描き分けながら、同時にあたかも

ひとつの物語を味わうかのようなカタルシスをもたらしてくれる。

聴き手を音楽の世界の奥深くへと惹き込む冴えわたる匙加減と

コントロール能力の高さは、大きな興奮を巻き起こした2024年

12月の前回公演で証明済み。そんな精鋭アンサンブルをバックに、

プロハスカはときに劇的に、ときに詩的に、2人の伝説の女王の間

を自在に行き来しながら、強靭な芯を心に秘めて乱世を生きた彼女

たちの生きざまを活写し、私たちを時空を超えた感動へと導いてく

れるだろう。

　さらに今回は、後半の冒頭に置かれたサンマルティーニのリコー

ダー協奏曲をはじめとする数曲で、“リコーダーの天才”としても名

を馳せるアントニーニの至芸を堪能できるのも、ひそかな、そして

とても大きな楽しみのひとつだ。

　古楽界の枠を超えた大物アーティストの競演が、25周年シーズン

のクライマックスを迎えるTOPPANホールの春を鮮やかに彩る必聴

のスペシャル企画に、乞うご期待！

プログラミング・ディレクター　西巻正史


